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はじめに

　ここに収録したのは、中国・台湾・ベトナム・韓国・沖縄・日本の「茶」に関わる「ことわざ」を中

心とした表現である。ことわざ以外にも、故事や俗説なども含んでいる。

　収集にあたっては、本学大学院文化交渉学専攻東アジア文化交渉学専修所属の院生を中心として、主

に自身の出身国の「茶」に関わる表現について、その言葉と意味、出典、地域を表に書き込んでもらっ

た。出典については、辞書類からの引用を示すものが多かったが、「俗語」として自身が知っている言葉

をそのまま挙げていることもみられた。

　ことわざ（諺）は『広辞苑』では、「古くから人々に言いならわされたことば。教訓・諷刺などの意を

寓した短句や秀句。」とある1）。また『日本語の文体・レトリック辞典』では、「永い間の生活の知恵が凝

縮されており、それぞれの社会における文化的背景を反映する」と説明している2）。

　このように、ことわざ（諺）は「古くから人々に言いならわされたことば。」であり、自身やその周り

に今現在も使用されてこそ「ことわざ」であると解される。よって出典等、表に書き込んでもらった内

容で文献からの引用を示さない場合も、その記入者の語彙のなかに生きている「ことわざ」として基本

1）	 新村出編『広辞苑』（岩波書店、1998年）。
2）	 中村明『日本語の文体・レトリック辞典』（東京堂出版、2007年）。
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的にそのまま掲載している。

　また、ことわざ（諺）は「それぞれの社会における文化的背景を反映する」ことから、そのことわざ

（諺）が生まれた社会の文化を知る手がかりとなる。

　本専修院生は20歳代が多いが、出身地は中国・台湾・ベトナム・韓国・日本にわたり、専門とする研

究分野も歴史・地理・文学・思想・言語等と様々である。本表は、そうした世代を同じくしながらも、

育ってきた文化的背景や言語、それぞれの学ぶ研究手法も異にした院生が挙げた「ことわざ」である。

　挙げられた「ことわざ」のなかには、沖縄の「一杯のお茶（てぃちざあ）や飲（ぬ）まんむん」（お茶

は一杯だけでは飲まないもの。どんなに急ぎの時でも二杯以上飲むべきだ。ゆっくり落ちついてせよと

いう意味の教訓。）、ベトナムの「Uống chén trà đã／茶を一杯のんでから。」（「まあ落ち着いて」「ゆっく

りと」「あせらず」という意。）のように、異なる文化を背景としながらも通じる発想がみられる。これ

を日本では「朝茶に別れるな」、「朝茶は七里帰っても飲め」（朝一杯のお茶は心を落ち着け、焦ったり急

いだために起こる事故から身を守る。）と表現し、沖縄やベトナムと同様のことを教えている。一方で、

「Nước chè, thịt chó no say; Thường xuyên như thế có ngày ung thư （ca dao）／茶と犬肉を食べると酔う。

いつも一緒に食べると癌になる。」のように、犬肉を食べる食習慣が今も生きているベトナムでこそ存在

する「ことわざ」もある。

　　また、賄賂を渡す時に言う言葉に中国では「大哥、喝茶喝茶」があり、ベトナムでは「Tiền trà nước

／飲茶代金」（Ý chỉ tiền hối lộ hoặc tiền cám ơn （Em xin gửi chút tiền trà nước cho anh （chị）, ...）／賄賂

の金、もしくは謝礼金のこと。「あなたに少しの飲茶代をお渡しします。」）といい、ともに茶が用いられ

る。しかし韓国では、賄賂は「たばこ代」となる。

　このように「ことわざ」によって、その地域の独自性、他の地域との共通点や相違点を知ることがで

きる。

　茶は東アジアに飲料、嗜好品として広まっていることはよく知られている。「ことわざ」のなかの茶

は、そうした実態を反映しつつも「茶」をもって何を表現するかにより、関わりをもつ社会の文化を表

現している。
� （文責・大槻暢子）
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東
ア
ジ
ア
の
「
茶
」
に
関
わ
る
「
こ
と
わ
ざ
」

中
国

語
日

本
語

訳
出

典
地

域
・

時
代

茶
坊

酒
店

中
下

等
階

層
の

娯
楽

場
所

『
画

史
』

中
国

・
北

宋
清

茶
淡

話
親

切
に

人
を

持
て

成
す

こ
と

。
『

西
江

月
』

中
国

・
金

柴
米

油
塩

醤
酢

茶
必

須
な

生
活

用
品

を
指

す
。

『
元

曲
』

中
国

・
元

代
清

茶
淡

飯
生

活
が

貧
し

い
こ

と
。

『
警

世
通

言
』

中
国

・
明

代
茶

余
酒

後
暇

な
時

の
た

と
え

。
『

二
十

年
目

睹
之

怪
現

状
』

中
国

・
清

代
茶

飯
無

心
落

ち
着

か
ず

、
憂

鬱
な

様
子

。
『

紅
楼

夢
』

中
国

・
清

代
茶

里
不

尋
飯

里
尋

あ
ら

さ
が

し
『

姑
妄

言
』

中
国

茶
不

茶
飯

不
飯

思
い

悩
ま

す
。

『
金

瓶
梅

词
话

』
中

国
茶

為
花

博
士

，
酒

是
色

媒
人

お
茶

と
お

酒
は

男
女

関
係

を
結

ぶ
こ

と
に

働
く

。
『

欢
喜

冤
家

』
中

国
風

流
茶

説
合

，
酒

是
色

媒
人

お
茶

と
お

酒
は

縁
談

に
役

立
つ

。
『

一
片

情
』

中
国

茶
是

茶
飯

是
飯

お
も

て
な

し
は

行
き

届
い

て
、

い
い

加
減

に
し

て
い

け
な

い
。

『
幻

中
游

』
中

国
三

茶
六

礼
正

式
な

結
婚

儀
式

を
指

す
。

『
天

中
記

』
中

国
不

茶
不

飯
気

に
か

か
る

こ
と

が
あ

り
、

い
ら

い
ら

す
る

。
『

群
音

類
選

』
中

国
茶

不
思

，
飯

不
想

片
思

い
な

ど
、

気
に

か
か

る
こ

と
が

あ
り

、
い

ら
い

ら
す

る
様

子
。

慣
用

語
中

国
大

哥
，

喝
茶

喝
茶

相
手

に
賄

賂
（

お
金

）
を

渡
す

と
き

い
う

言
葉

。
俚

语
中

国
以

茶
代

酒
お

酒
が

飲
め

な
い

場
合

、
乾

杯
時

の
用

語
。

俗
語

中
国

茶
叙

お
し

ゃ
べ

り
、

会
談

。
文

章
語

中
国

茶
話

会
懇

親
会

（
新

年
会

等
）

俗
語

中
国

権
酒

征
茶

色
々

な
名

目
で

徴
収

す
る

苛
酷

な
税

金
歴

史
用

語
中

国
挑

茶
斡

刺
い

ち
ゃ

も
ん

を
つ

け
る

こ
と

。
俗

語
中

国
一

茶
二

飯
日

常
茶

飯
事

俗
語

中
国

三
茶

六
飯

生
活

面
の

世
話

が
行

き
届

く
こ

と
。

俗
語

中
国

家
常

茶
飯

日
常

の
食

事
。

平
常

の
こ

と
の

た
と

え
。

俗
語

中
国

浪
酒

閑
茶

風
俗

界
で

飲
食

す
る

こ
と

。
俗

語
中

国
粗

茶
淡

飯
粗

末
な

飲
食

物
、

生
活

を
質

素
に

す
る

こ
と

。
中

日
大

辞
典

中
国

茶
余

飯
后

お
茶

や
食

後
の

ゆ
っ

く
り

く
つ

ろ
ぐ

ひ
と

と
き

。
中

日
大

辞
典

中
国

残
茶

剩
飯

飲
み

残
し

の
茶

や
食

い
残

し
の

飯
。

中
日

大
辞

典
中

国
代

茶
・

茶
礼

・
茶

金
結

婚
に

際
し

て
男

家
が

女
家

に
茶

を
贈

る
慣

習
よ

り
結

納
金

の
こ

と
。

矢
沢

利
彦

『
東

西
お

茶
交

流
考
―

茶
は

な
に

を
も

た
ら

し
た

か
』

中
国

下
茶

・
受

茶
男

家
が

女
家

へ
茶

を
贈

る
こ

と
を

下
茶

、
女

家
が

こ
れ

を
受

け
取

る
こ

と
を

受
茶

。
こ

れ
で

結
婚

契
約

成
立

を
意

味
す

る
。

矢
沢

利
彦

『
東

西
お

茶
交

流
考
―

茶
は

な
に

を
も

た
ら

し
た

か
』

中
国

開
門

茶
女

家
が

輿
入

れ
の

翌
朝

に
男

家
に

茶
を

贈
る

習
俗

。
矢

沢
利

彦
『

東
西

お
茶

交
流

考
―

茶
は

な
に

を
も

た
ら

し
た

か
』

中
国

・
江

蘇
省

六
合

地
区

帯
青

新
婦

が
嫁

す
る

際
に

茶
種

を
も

っ
て

い
く

こ
と

。
矢

沢
利

彦
『

東
西

お
茶

交
流

考
―

茶
は

な
に

を
も

た
ら

し
た

か
』

中
国

茶
餅

結
納

品
矢

沢
利

彦
『

東
西

お
茶

交
流

考
―

茶
は

な
に

を
も

た
ら

し
た

か
』

中
国

元
宝

茶
茶

の
な

か
に

橄
欖

の
葉

を
２

枚
浮

か
べ

た
も

の
。

春
節

を
こ

と
ほ

ぐ
茶

。
矢

沢
利

彦
『

東
西

お
茶

交
流

考
―

茶
は

な
に

を
も

た
ら

し
た

か
』

中
国

七
家

茶
立

夏
の

日
に

新
茶

を
入

れ
、

菓
子

を
そ

え
て

近
隣

諸
家

に
配

る
こ

と
。

矢
沢

利
彦

『
東

西
お

茶
交

流
考
―

茶
は

な
に

を
も

た
ら

し
た

か
』

中
国
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茶
飯

無
心

心
配

ご
と

な
ど

が
あ

っ
て

、
そ

れ
に

す
っ

か
り

気
を

取
ら

れ
、

飲
み

食
い

す
る

気
持

ち
が

全
然

わ
か

な
い

こ
と

。
矢

沢
利

彦
『

東
西

お
茶

交
流

考
―

茶
は

な
に

を
も

た
ら

し
た

か
』

中
国

閑
茶

悶
酒

ひ
ま

な
と

き
に

は
茶

を
飲

み
、

う
さ

ば
ら

し
に

は
酒

を
飲

む
。

矢
沢

利
彦

『
東

西
お

茶
交

流
考
―

茶
は

な
に

を
も

た
ら

し
た

か
』

中
国

早
茶

晩
酒

朝
飲

む
に

は
茶

が
最

上
、

夜
飲

む
に

は
酒

に
限

る
。

ほ
か

に
、

午
前

中
は

茶
館

で
ね

ば
り

、
夜

は
酒

店
で

時
を

す
ご

す
こ

と
意

味
す

る
。

矢
沢

利
彦

『
東

西
お

茶
交

流
考
―

茶
は

な
に

を
も

た
ら

し
た

か
』

中
国

南
茶

北
酒

ひ
と

を
接

待
す

る
に

は
華

南
で

は
茶

で
行

い
、

華
北

で
は

酒
で

行
う

。
ほ

か
に

、
酒

は
華

北
は

優
り

、
茶

は
華

南
が

優
る

と
い

う
意

味
も

あ
る

。
矢

沢
利

彦
『

東
西

お
茶

交
流

考
―

茶
は

な
に

を
も

た
ら

し
た

か
』

中
国

焼
茶

喫
水

茶
を

沸
か

し
、

水
を

飲
む

。
平

凡
な

日
常

生
活

を
送

る
こ

と
。

矢
沢

利
彦

『
東

西
お

茶
交

流
考
―

茶
は

な
に

を
も

た
ら

し
た

か
』

中
国

敲
氷

煮
茗

冬
季

に
氷

を
割

っ
て

そ
の

下
の

水
を

汲
み

、
こ

れ
で

沸
か

し
た

茶
を

客
に

馳
走

す
る

と
い

う
意

味
か

ら
で

た
語

。
冬

日
に

客
を

接
待

す
る

こ
と

。
矢

沢
利

彦
『

東
西

お
茶

交
流

考
―

茶
は

な
に

を
も

た
ら

し
た

か
』

中
国

拏
茶

当
酒

酒
の

か
わ

り
に

茶
を

飲
む

。
茶

を
酒

の
代

わ
り

に
す

る
。

矢
沢

利
彦

『
東

西
お

茶
交

流
考
―

茶
は

な
に

を
も

た
ら

し
た

か
』

中
国

清
茶

恭
候

招
待

状
に

記
す

慣
用

句
。

矢
沢

利
彦

『
東

西
お

茶
交

流
考
―

茶
は

な
に

を
も

た
ら

し
た

か
』

中
国

一
茶

一
房

家
屋

を
借

り
入

れ
る

と
き

に
、

べ
つ

に
一

ヵ
月

分
の

家
賃

を
（

敷
金

）
を

家
主

に
納

め
る

こ
と

。
矢

沢
利

彦
『

東
西

お
茶

交
流

考
―

茶
は

な
に

を
も

た
ら

し
た

か
』

中
国

茶
銭

敷
金

矢
沢

利
彦

『
東

西
お

茶
交

流
考
―

茶
は

な
に

を
も

た
ら

し
た

か
』

中
国

端
茶

送
客

端
茶

は
お

茶
を

入
れ

た
茶

碗
を

盆
に

載
せ

て
両

手
で

さ
さ

げ
て

運
ぶ

こ
と

。
送

客
は

こ
の

茶
を

運
ん

で
く

る
こ

と
。

客
を

送
り

返
す

こ
と

。
矢

沢
利

彦
『

東
西

お
茶

交
流

考
―

茶
は

な
に

を
も

た
ら

し
た

か
』

中
国

喝
茶

閑
談

茶
の

み
話

矢
沢

利
彦

『
東

西
お

茶
交

流
考
―

茶
は

な
に

を
も

た
ら

し
た

か
』

中
国

釅
茶

濃
酒

濃
い

茶
と

強
い

酒
と

い
う

意
味

。
珍

味
佳

肴
に

対
す

る
言

葉
。

矢
沢

利
彦

『
東

西
お

茶
交

流
考
―

茶
は

な
に

を
も

た
ら

し
た

か
』

中
国

茶
来

動
手

、
飯

来
張

口
自

分
は

骨
折

ら
ず

に
な

に
ご

と
も

人
に

し
て

も
ら

う
こ

と
。

飲
食

物
に

対
し

て
意

地
汚

い
こ

と
の

た
と

え
。

無
精

な
さ

ま
。

矢
沢

利
彦

『
東

西
お

茶
交

流
考
―

茶
は

な
に

を
も

た
ら

し
た

か
』

中
国

茶
裡

尋
、

飯
裡

找
ひ

と
の

過
ち

を
な

ん
の

か
ん

の
と

言
っ

て
咎

め
だ

て
る

こ
と

。
矢

沢
利

彦
『

東
西

お
茶

交
流

考
―

茶
は

な
に

を
も

た
ら

し
た

か
』

中
国

好
人

家
婦

女
不

喫
両

家
茶

よ
い

家
庭

の
婦

女
は

再
嫁

す
る

こ
と

が
な

い
。

矢
沢

利
彦

『
東

西
お

茶
交

流
考
―

茶
は

な
に

を
も

た
ら

し
た

か
』

中
国

喫
茶

婚
約

矢
沢

利
彦

『
東

西
お

茶
交

流
考
―

茶
は

な
に

を
も

た
ら

し
た

か
』

中
国

茶
不

是
茶

、
飯

不
是

飯
食

物
に

対
し

て
好

み
を

な
に

も
も

て
な

い
こ

と
。

食
生

活
の

苦
し

い
こ

と
を

指
す

。
矢

沢
利

彦
『

東
西

お
茶

交
流

考
―

茶
は

な
に

を
も

た
ら

し
た

か
』

中
国

茶
是

後
来
釅

茶
は

あ
と

の
方

が
濃

く
出

る
と

い
う

意
味

か
ら

、
も

の
ご

と
は

あ
と

に
な

る
ほ

ど
い

い
こ

と
が

あ
る

と
い

う
意

味
。

矢
沢

利
彦

『
東

西
お

茶
交

流
考
―

茶
は

な
に

を
も

た
ら

し
た

か
』

中
国

走
人

家
多

謝
煙

茶
ひ

と
の

家
を

訪
ね

て
、

煙
草

や
茶

の
も

て
な

し
を

受
け

た
ら

、
厚

く
お

礼
を

言
え

。
他

人
か

ら
与

え
ら

れ
た

恩
恵

に
対

し
て

は
、

た
と

え
ど

ん
な

に
小

さ
い

も
の

で
あ

っ
た

と
し

て
も

心
か

ら
感

謝
せ

よ
。

矢
沢

利
彦

『
東

西
お

茶
交

流
考
―

茶
は

な
に

を
も

た
ら

し
た

か
』

中
国

柴
米

油
塩

醤
醋

茶
、

這
為

開
門

七
件

事
薪

・
米

・
油

・
塩

・
味

噌
・

酢
・

茶
は

ま
ず

第
一

に
必

要
な

七
品

で
あ

る
こ

と
。

矢
沢

利
彦

『
東

西
お

茶
交

流
考
―

茶
は

な
に

を
も

た
ら

し
た

か
』

中
国

只
在

陽
間

喝
碗

茶
、

莫
在

陰
間

喫
口

湯
あ

の
世

に
行

っ
て

湯
（

ス
ー

プ
）

を
飲

む
よ

り
も

、
こ

の
世

で
茶

を
飲

む
方

が
い

い
。

生
き

て
い

る
う

ち
に

人
生

を
楽

し
ん

だ
方

が
い

い
。

矢
沢

利
彦

『
東

西
お

茶
交

流
考
―

茶
は

な
に

を
も

た
ら

し
た

か
』

中
国
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茶
神

『
茶

経
』

の
著

者
陸

羽
。

矢
沢

利
彦

『
東

西
お

茶
交

流
考
―

茶
は

な
に

を
も

た
ら

し
た

か
』

中
国

茶
博

士
茶

館
の

ボ
ー

イ
矢

沢
利

彦
『

東
西

お
茶

交
流

考
―

茶
は

な
に

を
も

た
ら

し
た

か
』

中
国

茶
仙

人
茶

柱
矢

沢
利

彦
『

東
西

お
茶

交
流

考
―

茶
は

な
に

を
も

た
ら

し
た

か
』

中
国

台
湾

語
日

本
語

訳
出

典
地

域
人

來
掃

地
，

客
去

煎
茶

後
の

ま
つ

り
台

湾
民

俗
諺

語
台

湾
二

月
清

明
挽

茶
慢

十
工

,三
月

清
明

挽
茶

清
明

日
お

茶
を

摘
む

時
期

。
〈

台
灣

俗
諺

語
典

〉
卷

八
台

湾
真

茶
無

色
,真

人
無

激
脳

の
あ

る
鷹

は
爪

を
隠

す
。

〈
台

灣
俗

諺
語

典
〉

卷
四

台
湾

賣
茶

講
茶

芳
,賣

花
講

花
紅

自
画

自
賛

台
灣

雅
言

巧
語

台
湾

穀
雨

前
三

日
無

茶
挽

，
穀

雨
後

三
日

挽
不

及
穀

雨
後

が
茶

農
が

一
番

忙
し

い
時

期
。

農
業

兒
童

網
（

台
湾

）
台

湾
茶

古
破

孔
-漏

題
テ

ィ
ー

ポ
ッ

ト
に

穴
が

あ
る

（
お

茶
を

漏
ら

す
と

「
題

目
を

漏
ら

す
」

は
発

音
が

同
じ

）。
台

灣
諺

語
台

湾

ベ
ト

ナ
ム

語
意

味
／

日
本

語
訳

出
典

地
域

K
há

ch
 đ

ến
 n

hà
 c

hẳ
ng

 tr
à 

th
ì r

ượ
u ／

客
が

家
に

来
た

ら
、

茶
で

な
き

ゃ
酒

。
Tỏ

 lò
ng

 m
ến

 k
há

ch
 c

ủa
 n

gư
ời

 V
iệ

t, 
kh

ác
h 

đế
n 

nh
à 

ba
o 

gi
ờ 

cũ
ng

 đ
ượ

c 
m

ời
 c

ốc
 r

ượ
u 

ho
ặc

 c
hé

n 
trà

／
ベ

ト
ナ

ム
人

の
客

へ
の

厚
い

も
て

な
し

の
気

持
ち

を
表

現
し

、
客

が
来

た
ら

、
酒

か
茶

を
も

て
な

さ
れ

る
。

Tu
yể

n 
tậ

p 
ca

 d
ao

, t
ục

 n
gữ

 V
iệ

t N
am

／
ベ

ト
ナ

ム
民

謡
、

俗
語

選
集

ベ
ト

ナ
ム

K
hi

 r
ượ

u 
sớ

m
, l

úc
 tr

à 
trư

a ／
酒

は
早

朝
、

茶
は

昼
に

U
ốn

g 
rư

ợu
 v

ào
 b

uổ
i s

ớm
, u

ốn
g 

trà
 v

ào
 b

uổ
i t

rư
a 

đề
u 

là
 tr

ái
 lẽ

 b
ìn

h 
th

ườ
ng

, ý
 c

hỉ
 k

ẻ 
ng

hi
ện

 n
gậ

p ／
朝

早
く

に
酒

を
飲

み
、

お
昼

時
に

茶
を

飲
む

、
一

般
の

道
理

に
そ

む
く

。
酒

中
毒

、
茶

中
毒

と
い

う
意

味
。

Tu
yể

n 
tậ

p 
ca

 d
ao

, t
ục

 n
gữ

 V
iệ

t N
am

ベ
ト

ナ
ム

Tr
à 

ta
m

 r
ượ

u 
tứ

／
茶

三
、

酒
四

Tr
à 

ch
ỉ p

hả
i u

ốn
g 

3 
ng

ườ
i, 

m
à 

rư
ợu

 th
ì p

hả
i u

ốn
g 

4 
ng

ườ
i t

hì
 là

 v
ừa

 v
ặn

 v
à 

th
íc

h 
hợ

p 
nh

ất
／

茶
は

3
人

、
酒

は
4

人
で

座
っ

て
飲

む
の

が
最

も
適

切
で

あ
る

。
Tu

yể
n 

tậ
p 

ca
 d

ao
, t

ục
 n

gữ
 V

iệ
t N

am
ベ

ト
ナ

ム

Tr
à 

đì
nh

 tử
u 

đi
ếm

／
茶

亭
酒

店
U

ốn
g 

trà
 th

ì n
ên

 n
gồ

i ở
 lầ

u,
 u

ốn
g 

rư
ợu

 th
ì n

gồ
i ở

 đ
iế

m
, l

à 
hợ

p 
lý

 n
hấ

t ／
茶

を
は

楼
で

飲
み

、
酒

は
店

で
座

っ
て

飲
む

の
が

最
も

ふ
さ

わ
し

い
。

Tu
yể

n 
tậ

p 
ca

 d
ao

, t
ục

 n
gữ

 V
iệ

t N
am

ベ
ト

ナ
ム

Tr
à 

dư
 tử

u 
hậ

u ／
茶

余
酒

後
Ý

 n
ói

 đ
ến

 c
uộ

c 
vu

i k
éo

 d
ài

 s
au

 k
hi

 u
ốn

g 
trà

, u
ốn

g 
rư

ợu
 x

on
g ／

茶
や

酒
を

飲
ん

だ
後

も
楽

し
い

余
韻

が
残

っ
て

い
る

と
い

う
意

味
。

Tu
yể

n 
tậ

p 
ca

 d
ao

, t
ục

 n
gữ

 V
iệ

t N
am

ベ
ト

ナ
ム

R
ượ

u 
ng

âm
 n

ga
, t

rà
 li

ền
 ta

y ／
酒

は
吟

味
、

茶
は

直
ぐ

に
R

ượ
u 

uố
ng

 th
ì p

hả
i t

ừ 
từ

, m
à 

trà
 th

ì v
ừa

 p
ha

 x
on

g 
ph

ải
 u

ốn
g 

ng
ay

, l
à 

cá
ch

 th
ưở

ng
 

th
ức

 tr
à 

và
 r

ượ
u ／

酒
は

ち
び

ち
び

と
飲

み
、

茶
は

注
ぎ

終
わ

っ
た

ら
直

ぐ
に

飲
ま

な
い

と
い

け
な

い
。

と
い

う
の

が
酒

と
茶

の
味

わ
い

方
で

あ
る

。

Tu
yể

n 
tậ

p 
ca

 d
ao

, t
ục

 n
gữ

 V
iệ

t N
am

ベ
ト

ナ
ム

N
ướ

c 
trà

 g
iả

i t
hu

ốc
／

茶
は

解
薬

Tr
on

g 
nư

ớc
 tr

à 
có

 n
hi

ều
 c

hấ
t l

àm
 p

hâ
n 

gi
ải

 h
oạ

t t
ín

h 
củ

a 
th

uố
c,

 k
hi

ến
 c

ho
 v

iệ
c 

uố
ng

 th
uố

c 
kh

ôn
g 

có
 tá

c 
／

茶
の

中
に

は
薬

を
分

解
す

る
成

分
が

入
っ

て
い

る
。

薬
を

飲
む

と
き

に
茶

を
飲

む
と

作
用

が
な

く
な

る
。

dụ
ng

 g
ì n

ữa

Tu
yể

n 
tậ

p 
ca

 d
ao

, t
ục

 n
gữ

 V
iệ

t N
am

ベ
ト

ナ
ム

R
ượ

u 
cổ

 b
e,

 c
hè

 đ
áy

 ấ
m

／
酒

は
徳

利
の

首
、

茶
は

急
須

の
底

R
ượ

u 
th

ì n
go

n 
ở 

cổ
 b

e 
củ

a 
bì

nh
, m

à 
trà

 th
ì n

go
n 

ở 
đá

y 
củ

a 
ấm

／
酒

は
と

っ
く

り
の

首
、

茶
は

急
須

で
美

味
し

さ
が

決
ま

る
Tu

yể
n 

tậ
p 

ca
 d

ao
, t

ục
 n

gữ
 V

iệ
t N

am
ベ

ト
ナ

ム

Tr
à 

Th
ái

, g
ái

 T
uy

ên
／

茶
は

タ
イ

、
女

は
ト

ゥ
エ

ン
N

go
n 

nh
ất

 là
 tr

à 
Th

ái
 N

gu
yê

n,
 m

à 
đẹ

p 
nh

ất
 là

 g
ái

 T
uy

ên
 Q

ua
ng

／
一

番
美

味
し

い
お

茶
は

タ
イ

グ
エ

ン
、

一
番

美
し

い
娘

は
ト

ゥ
エ

ン
ク

ア
ン

の
娘

。
Tu

yể
n 

tậ
p 

ca
 d

ao
, t

ục
 n

gữ
 V

iệ
t N

am
ベ

ト
ナ

ム

C
hè

 h
âm

 lạ
i, 

gá
i n

gủ
 tr

ưa
／

茶
を

再
度

沸
か

し
、

娘
が

昼
間

寝
る

。
Ý

 c
hỉ

 n
hữ

ng
 th

ứ 
kh

ôn
g 

tố
t, 

kh
ôn

g 
ha

y,
 là

 n
ướ

c 
ch

è 
hâ

m
 lạ

i v
à 

gá
i n

gủ
 n

gà
y ／

よ
く

な
い

こ
と

は
、

茶
を

沸
か

し
な

お
す

こ
と

と
、

娘
が

日
中

寝
て

い
る

こ
と

。
Tu

yể
n 

tậ
p 

ca
 d

ao
, t

ục
 n

gữ
 V

iệ
t N

am
ベ

ト
ナ

ム
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G
ià

u 
đâ

u 
nh

ữn
g 

kẻ
 n

gủ
 tr

ưa
, s

an
g 

đâ
u 

đế
n 

kẻ
 

sa
y 

sư
a 

rư
ợu

 c
hè

／
昼

に
寝

る
の

は
金

持
ち

に
な

れ
ず

、
酒

、
茶

に
溺

れ
る

の
も

金
持

ち
に

な
れ

な
い

。

N
gư

ời
 n

gủ
 tr

ưa
 tứ

c 
là

 k
hô

ng
 b

iế
t g

ià
nh

 th
ời

 g
ia

n 
la

o 
độ

ng
, c

ũn
g 

nh
ư 

kẻ
 n

gh
iệ

n 
ch

è 
ng

hi
ện

 r
ượ

u,
 đ

ều
 là

 n
hữ

ng
 k

ẻ 
kh

ôn
g 

là
m

 g
ià

u 
đư

ợc
／

昼
に

寝
る

人
は

、
働

く
時

間
を

も
つ

の
を

し
ら

な
い

人
で

あ
る

。
そ

れ
は

、
茶

や
酒

の
中

毒
に

な
っ

て
い

る
人

と
同

じ
く

、
金

持
ち

に
な

る
こ

と
が

で
き

な
い

。

Tu
yể

n 
tậ

p 
ca

 d
ao

, t
ục

 n
gữ

 V
iệ

t N
am

ベ
ト

ナ
ム

R
ượ

u 
ch

è 
cờ

 b
ạc

 ta
n 

ho
an

g 
cử

a 
nh

à ／
酒

、
茶

、
ば

く
ち

、
家

の
荒

廃
。

N
gư

ời
 n

gh
iệ

n 
ch

è 
ng

hi
ện

 r
ượ

u 
th

ì d
ễ 

là
 k

ẻ 
ph

á 
gi

a 
sả

n ／
茶

や
酒

に
溺

れ
た

者
は

、
家

の
財

産
を

破
産

し
や

す
い

。
Tu

yể
n 

tậ
p 

ca
 d

ao
, t

ục
 n

gữ
 V

iệ
t N

am
ベ

ト
ナ

ム

R
ượ

u 
ch

è 
be

 b
ét

／
酒

、
茶

に
酔

い
つ

ぶ
れ

る
M

ột
 c

ác
h 

nó
i t

ượ
ng

 h
ìn

h 
ch

ỉ k
ẻ 

ng
hi

ện
 n

gậ
p 

rư
ợu

 c
hè

／
酒

や
茶

に
溺

れ
た

人
を

表
す

。
Tu

yể
n 

tậ
p 

ca
 d

ao
, t

ục
 n

gữ
 V

iệ
t N

am
ベ

ト
ナ

ム
U

ốn
g 

nư
ớc

 c
hè

 T
àu

, ă
n 

trầ
u 

cơ
i t

hi
ếc

／
中

国
茶

を
飲

み
、

錫
の

容
器

に
入

っ
た

檳
榔

樹
を

食
べ

る
。

N
ướ

c 
ch

è 
Tà

u 
và

 tr
ầu

 đ
ựn

g 
tro

ng
 h

ộp
 th

iế
c 

đề
u 

là
 n

hữ
ng

 th
ứ 

ng
on

 c
ả ／

中
国

茶
と

錫
の

容
器

に
入

っ
た

檳
榔

の
実

は
ど

れ
も

美
味

し
い

。
Tu

yể
n 

tậ
p 

ca
 d

ao
, t

ục
 n

gữ
 V

iệ
t N

am
ベ

ト
ナ

ム

C
ó 

ch
è 

có
 r

ượ
u,

 k
hô

ng
 th

iế
u 

an
h 

em
／

茶
と

酒
が

あ
れ

ば
、

友
に

欠
か

な
い

。
C

on
 tr

ai
, đ

àn
 ô

ng
 k

ết
 b

ạn
 v

à 
th

ân
 tì

nh
 c

hí
nh

 từ
 n

hữ
ng

 c
uộ

c 
uố

ng
 r

ượ
u 

ho
ặc

 u
ốn

g 
trà

, c
òn

 c
hè

 c
òn

 r
ượ

u 
để

 m
ời

 k
há

ch
 th

ì c
òn

 c
ó 

ng
ườ

i đ
ến

 c
hơ

i ／
男

性
が

友
情

を
結

ぶ
に

は
、

酒
を

飲
む

も
し

く
は

茶
を

飲
む

こ
と

か
ら

始
ま

り
、

茶
と

酒
で

、
客

を
も

て
な

せ
ば

、
家

に
遊

び
に

く
る

人
が

い
る

。

Tu
yể

n 
tậ

p 
ca

 d
ao

, t
ục

 n
gữ

 V
iệ

t N
am

ベ
ト

ナ
ム

N
ướ

c 
ch

è,
 th

ịt 
ch

ó 
no

 s
ay

; T
hư

ờn
g 

xu
yê

n 
nh

ư 
th

ế 
có

 n
gà

y 
un

g 
th

ư 
(c

a 
da

o)
／

茶
と

犬
肉

を
食

べ
る

と
酔

う
。

い
つ

も
一

緒
に

食
べ

る
と

癌
に

な
る

。

N
ướ

c 
ch

è 
và

 th
ịt 

ch
ó 

là
 h

ai
 th

ứ 
tố

i k
ỵ,

 k
hô

ng
 đ

ượ
c 

ăn
 u

ốn
g 

cù
ng

 lú
c 

vớ
i n

ha
u ／

茶
と

犬
肉

は
、

食
い

合
わ

せ
が

悪
い

。
一

緒
に

飲
食

し
て

は
い

け
な

い
。

Tu
yể

n 
tậ

p 
ca

 d
ao

, t
ục

 n
gữ

 V
iệ

t N
am

ベ
ト

ナ
ム

C
hè

／
チ

ェ
ー

C
òn

 c
ó 

ng
hĩ

a 
đe

n 
kh

ác
, l

à 
ch

è 
ăn

. C
hè

 ă
n 

ở 
V

iệ
t N

am
 c

ó 
rấ

t n
hi

ều
 lo

ại
, n

gọ
t, 

nấ
u 

từ
 c

ác
 lo

ại
 đ

ậu
, đ

ỗ,
 h

ạt
 ／

茶
（

チ
ェ

ー
）

は
茶

の
意

味
以

外
に

、
ベ

ト
ナ

ム
で

は
、

食
べ

る
「

チ
ェ

ー
（

茶
）」

が
た

く
さ

ん
あ

る
。

甘
い

も
の

、
各

種
の

豆
や

蓮
の

実
と

一
緒

に
煮

る
も

の
な

ど
が

あ
る

。
食

べ
る

チ
ェ

ー
に

も
多

く
の

俗
語

が
あ

り
、

例
え

ば
、「

お
こ

わ
で

お
な

か
が

一
杯

で
チ

ェ
ー

に
も

あ
き

た
。」

「
泣

き
わ

め
き

チ
ェ

ー
が

腐
る

」「
犬

に
チ

ェ
ー

を
食

べ
さ

せ
る

」
な

ど
。

se
n.

v.
.v

. R
iê

ng
 v

ới
 c

hè
 ă

n 
th

ì c
ũn

g 
có

 n
hi

ều
 c

âu
 tụ

c 
ng

ữ 
liê

n 
qu

an
 

nh
ư 

“n
o 

xô
i c

há
n 

ch
è”

, “
kh

óc
 n

hè
 c

hè
 th

iu
”,

 “
ch

o 
ch

ó 
ăn

 c
hè

”,
...

 

Tu
yể

n 
tậ

p 
ca

 d
ao

, t
ục

 n
gữ

 V
iệ

t N
am

ベ
ト

ナ
ム

U
ốn

g 
ch

én
 tr

à 
đã

／
茶

を
一

杯
の

ん
で

か
ら

。
B

ìn
h 

tĩn
h 

đã
, t

ừ 
từ

 đ
ã,

 đ
ừn

g 
nó

ng
 v

ội
 (

tro
ng

 tì
nh

 h
uố

ng
 p

hả
i m

ời
 c

hé
n 

trà
 u

ốn
g 

th
ật

 
sự

) ／
「

ま
あ

落
ち

着
い

て
」「

ゆ
っ

く
り

と
」「

あ
せ

ら
ず

」
と

い
う

意
。（

本
当

に
茶

を
差

し
出

す
）

Tu
yể

n 
tậ

p 
ca

 d
ao

, t
ục

 n
gữ

 V
iệ

t N
am

ベ
ト

ナ
ム

Ti
ền

 tr
à 

nư
ớc

／
飲

茶
代

金
Ý

 c
hỉ

 ti
ền

 h
ối

 lộ
 h

oặ
c 

tiề
n 

cá
m

 ơ
n 

(E
m

 x
in

 g
ửi

 c
hú

t t
iề

n 
trà

 n
ướ

c 
ch

o 
an

h 
(c

hị
),.

..)
／

賄
賂

の
金

、
も

し
く

は
謝

礼
金

の
こ

と
。「

あ
な

た
に

少
し

の
飲

茶
代

を
お

渡
し

し
ま

す
。」

Tu
yể

n 
tậ

p 
ca

 d
ao

, t
ục

 n
gữ

 V
iệ

t N
am

ベ
ト

ナ
ム

韓
国

語
日

本
語

訳
出

典
地

域
다

담
상

（
茶

啖
床

）
같

다
.

（
お

客
様

の
も

て
な

し
の

た
め

に
お

膳
を

整
え

た
台

盤
の

よ
う

に
）

ご
馳

走
が

た
っ

ぷ
り

並
べ

て
い

る
よ

う
す

。
음

식
속

담
사

전
（

飲
食

諺
辞

典
）

韓
国

다
담

상
（

茶
啖

床
） 
바

라
다

가
 
턱

 
떨

어
지

겠
다

.
お

い
し

い
も

の
を

食
べ

よ
う

と
し

て
待

っ
て

い
る

う
ち

に
飢

え
死

に
し

そ
う

に
な

る
こ

と
。

음
식

속
담

사
전

（
飲

食
諺

辞
典

）
韓

国

琉
球

語
日

本
語

訳
出

典
地

域
茶

盆
は

持
た

れ
る

が
分

は
他

人
が

持
た

せ
る

茶
盆

は
い

つ
で

も
誰

で
も

持
つ

こ
と

が
で

き
る

が
、

身
分

や
品

格
は

他
人

が
評

価
す

る
も

の
で

あ
る

。
沖

縄
こ

と
わ

ざ
事

典
沖

縄

一
杯

の
お

茶
（

て
ぃ

ち
ざ

あ
）

や
飲

（
ぬ

）
ま

ん
む

ん
お

茶
は

一
杯

だ
け

で
は

飲
ま

な
い

も
の

。
ど

ん
な

に
急

ぎ
の

時
で

も
二

杯
以

上
飲

む
べ

き
だ

。
ゆ

っ
く

り
落

ち
つ

い
て

せ
よ

と
い

う
意

味
の

教
訓

。
沖

縄
こ

と
わ

ざ
事

典
・

諺
に

見
る

沖
縄

の
心

沖
縄

茶
飲

み
友

達
（

ち
ゃ

ぬ
む

あ
ぐ

（
と

も
が

ら
））

お
茶

を
す

す
り

な
が

ら
語

り
あ

う
仲

よ
し

同
志

。
沖

縄
宮

古
こ

と
わ

ざ
全

集
付

録
や

さ
し

い
方

言
沖

縄
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日
本

語
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
 

意
味

出
典

地
域

茶
の

子
彼

岸
に

供
え

る
供

養
の

菓
子

大
阪

こ
と

ば
事

典
大

阪
茶

に
す

る
話

な
ど

を
ま

ぜ
か

え
す

／
ひ

と
休

み
す

る
。

ま
じ

め
な

応
対

を
し

な
い

。
ち

ゃ
か

す
。

ば
か

に
す

る
。

人
を

利
用

し
て

あ
と

は
打

ち
棄

て
お

く
。

大
阪

こ
と

ば
事

典
／

広
辞

苑
第

六
版

日
本

茶
茶

入
れ

る
邪

魔
を

す
る

。
水

を
差

す
。

大
阪

こ
と

ば
事

典
大

阪
茶

碗
を

投
げ

ば
綿

で
か

か
え

よ
相

手
が

強
く

出
た

時
は

、
や

ん
わ

り
と

受
け

と
め

る
と

よ
い

こ
と

。
故

事
こ

と
わ

ざ
辞

典
日

本
茶

湯
子

は
目

に
入

れ
て

も
痛

く
な

い
年

と
っ

て
か

ら
で

き
た

子
は

か
わ

い
く

て
た

ま
ら

な
い

。
故

事
こ

と
わ

ざ
辞

典
岡

山
御

茶
を

濁
す

い
い

か
げ

ん
に

そ
の

場
を

ご
ま

か
す

。
広

辞
苑

第
六

版
日

本
御

茶
を

挽
く

遊
女

や
芸

妓
が

客
が

な
く

ひ
ま

で
遊

ん
で

い
る

。
ひ

ま
な

時
に

は
、

茶
葉

を
臼

に
か

け
て

粉
に

す
る

仕
事

を
し

た
か

ら
い

う
。

広
辞

苑
第

六
版

日
本

茶
臼

芸
①

一
芸

に
す

ぐ
れ

て
い

る
こ

と
②

（
後

に
誤

っ
て

）
中

途
半

端
で

一
芸

と
し

て
通

ら
な

い
も

の
。

表
芸

に
な

ら
な

い
も

の
。

広
辞

苑
第

六
版

日
本

茶
粥

腹
①

茶
粥

を
す

す
っ

て
間

に
合

わ
せ

た
腹

②
（

朝
食

な
ど

に
茶

粥
を

多
く

用
い

る
か

ら
い

う
）

畿
内

の
人

を
あ

ざ
け

っ
て

い
う

語
。

広
辞

苑
第

六
版

日
本

茶
茶

ほ
う

ち
ゃ

①
無

分
別

な
さ

ま
。

無
茶

。
無

茶
苦

茶
。

②
だ

い
な

し
に

す
る

こ
と

。
さ

ん
ざ

ん
。

広
辞

苑
第

六
版

日
本

御
茶

の
子

①
茶

の
子

。
お

茶
菓

子
。

ま
た

、
間

食
と

し
て

と
る

軽
い

食
事

。
②

（
腹

に
た

ま
ら

な
い

と
こ

ろ
か

ら
）

た
や

す
く

で
き

る
こ

と
。

御
茶

の
子

さ
い

さ
い

。（
「

さ
い

さ
い

」
は

俗
謡

の
は

や
し

言
葉

）

広
辞

苑
第

六
版

日
本

茶
話

茶
飲

み
話

。
さ

わ
。

広
辞

苑
第

六
版

日
本

茶
腹

も
一

時
茶

だ
け

で
も

飲
め

ば
一

時
は

空
腹

を
し

の
ぐ

こ
と

が
で

き
る

。
わ

ず
か

ば
か

り
の

も
の

で
も

一
時

し
の

ぎ
に

な
る

。
広

辞
苑

第
六

版
日

本

茶
を

立
て

る
①

飲
む

茶
を

作
法

ど
お

り
に

つ
く

る
。

②
仏

事
を

お
こ

な
う

。
広

辞
苑

第
六

版
日

本
茶

目
子

ど
も

っ
ぽ

い
、

滑
稽

じ
み

た
い

た
ず

ら
を

す
る

こ
と

。
ま

た
、

そ
の

人
。

広
辞

苑
第

六
版

日
本

茶
目

っ
け

茶
目

な
気

質
。

広
辞

苑
第

六
版

日
本

茶
貰

い
後

妻
ま

た
は

継
母

。
広

辞
苑

第
六

版
東

北
朝

飯
前

の
茶

漬
け

た
や

す
い

仕
事

。
朝

食
前

の
ひ

と
働

き
の

意
。

早
引

き
こ

と
わ

ざ
辞

典
日

本
鬼

も
十

八
番

茶
も

出
花

器
量

の
よ

く
な

い
娘

で
も

、
年

頃
に

な
れ

ば
女

ら
し

い
魅

力
が

出
て

く
る

、
と

い
う

こ
と

早
引

き
こ

と
わ

ざ
辞

典
日

本
京

の
お

茶
漬

け
京

都
の

人
の

口
先

だ
け

の
愛

想
の

よ
さ

を
皮

肉
っ

た
言

葉
（

京
都

の
人

は
客

が
帰

ろ
う

と
す

る
と

、
口

先
だ

け
の

お
愛

想
で

「
ぶ

ぶ
漬

け
で

も
ど

う
ど

す
え

」
と

勧
め

る
意

）
早

引
き

こ
と

わ
ざ

辞
典

日
本

臍
が

（
で

）
茶

を
沸

か
す

あ
ま

り
に

滑
稽

で
、

笑
わ

ず
に

は
い

ら
れ

な
い

こ
と

。
相

手
の

言
動

が
ひ

ど
く

馬
鹿

馬
鹿

し
い

こ
と

早
引

き
こ

と
わ

ざ
辞

典
日

本

割
っ

た
茶

碗
を

接
い

で
み

る
も

は
や

ど
う

に
も

な
ら

ぬ
、

と
知

り
つ

つ
諦

め
き

れ
な

い
様

子
。

未
練

が
ま

し
い

こ
と

。
早

引
き

こ
と

わ
ざ

辞
典

日
本

朝
茶

に
別

れ
る

な
そ

の
日

の
災

難
避

け
に

、
朝

茶
は

必
ず

飲
め

、
と

い
う

こ
と

。
た

べ
も

の
こ

と
わ

ざ
辞

典
日

本
朝

茶
は

七
里

帰
っ

て
も

飲
め

上
記

の
類

語
。

朝
の

お
茶

は
、

そ
の

日
の

災
難

を
避

け
る

と
言

わ
れ

る
と

こ
ろ

か
ら

、
飲

み
忘

れ
て

で
か

け
た

ら
、

ど
ん

な
に

遠
く

ま
で

行
こ

う
が

、
戻

っ
て

飲
め

、
と

い
う

こ
と

た
べ

も
の

こ
と

わ
ざ

辞
典

日
本

一
女

（
い

っ
じ

ょ
）

両
家

の
茶

を
喫

せ
ず

貞
節

な
女

性
は

、
一

度
嫁

い
だ

ら
ど

ん
な

こ
と

が
あ

っ
て

も
再

婚
し

な
い

も
の

で
あ

る
、

と
い

う
こ

と
た

べ
も

の
こ

と
わ

ざ
辞

典
日

本

饂
飩

で
茶

を
食

う
贅

沢
に

飽
き

て
、

わ
ざ

わ
ざ

変
わ

っ
た

こ
と

を
す

る
こ

と
の

た
と

え
。

江
戸

時
代

の
浮

世
草

子
『

傾
世

色
三

味
線

』
に

「
変

っ
た

事
を

し
ゃ

れ
た

と
い

う
て

悦
ぶ

人
心

な
れ

ば
、

蕎
麦

切
を

酢
で

饂
飩

を
茶

で
く

ふ
な

ど
、

あ
ぢ

に
や

る
ば

か
り

に
し

て
」

と
あ

る
と

こ
ろ

か
ら

。

た
べ

も
の

こ
と

わ
ざ

辞
典

日
本

濃
い

茶
目

の
毒

気
の

薬
濃

い
お

茶
を

飲
む

と
神

経
が

興
奮

す
る

の
で

、
睡

眠
の

妨
げ

に
な

る
が

、
反

対
に

意
識

を
は

っ
き

り
さ

せ
る

効
用

も
あ

る
と

い
う

こ
と

。
た

べ
も

の
こ

と
わ

ざ
辞

典
日

本

酒
は

酒
屋

に
茶

は
茶

屋
に

何
事

に
も

そ
の

道
の

専
門

家
が

い
る

、
と

い
う

た
と

え
。

専
門

家
に

任
せ

れ
ば

間
違

い
な

い
、

と
い

う
こ

と
。

た
べ

も
の

こ
と

わ
ざ

辞
典

日
本
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砂
糖

買
い

に
茶

を
頼

む
な

一
緒

に
し

て
よ

い
も

の
と

悪
い

も
の

が
あ

る
こ

と
の

た
と

え
。

砂
糖

の
湿

気
が

茶
に

移
る

の
で

、
一

緒
に

し
な

い
ほ

う
が

よ
い

こ
と

か
ら

。
た

べ
も

の
こ

と
わ

ざ
辞

典
福

島
県

相
馬

地
方

濁
酒

も
茶

よ
り

は
勝

る
な

い
よ

り
ま

し
、

と
い

う
た

と
え

。「
濁

酒
」

と
は

「
ど

ぶ
ろ

く
」

の
こ

と
。

清
酒

に
は

劣
る

が
、

安
酒

の
ど

ぶ
ろ

く
で

も
酔

う
こ

と
は

で
き

る
か

ら
、

酔
わ

な
い

茶
よ

り
は

ま
し

で
あ

る
、

と
い

う
意

。

た
べ

も
の

こ
と

わ
ざ

辞
典

日
本

七
つ

下
が

り
の

へ
ん

な
し

茶
「

七
つ

下
が

り
」

は
暮

れ
の

七
つ

で
、

今
の

午
後

四
時

を
過

ぎ
た

頃
。「

へ
ん

な
し

」
は

無
駄

と
い

う
意

味
で

、
四

時
に

お
茶

を
飲

ん
で

休
憩

す
る

の
は

無
駄

だ
と

い
う

こ
と

。
た

べ
も

の
こ

と
わ

ざ
辞

典
新

潟

猫
も

茶
を

飲
む

猫
で

さ
え

、
お

茶
を

飲
ん

で
休

憩
す

る
意

。
農

家
で

、
午

後
の

三
時

に
決

ま
っ

て
お

茶
を

飲
ん

で
休

憩
す

る
こ

と
を

い
う

。
ま

た
、

生
意

気
に

分
不

相
応

な
こ

と
を

す
る

こ
と

の
た

と
え

に
も

言
う

。

た
べ

も
の

こ
と

わ
ざ

辞
典

山
口

良
い

茶
の

飲
み

置
き

良
い

茶
と

い
う

の
は

、
飲

ん
だ

後
も

味
が

口
の

中
に

残
る

、
と

い
う

こ
と

。
た

べ
も

の
こ

と
わ

ざ
辞

典
日

本
宵

越
し

の
お

茶
は

飲
む

な
一

晩
経

っ
た

お
茶

は
体

に
良

く
な

い
の

で
、

飲
ん

で
は

い
け

な
い

。
た

べ
も

の
こ

と
わ

ざ
辞

典
日

本
茶

殻
も

肥
え

に
な

る
世

の
中

に
役

に
立

た
な

い
も

の
は

な
い

。
お

茶
の

出
し

殻
で

さ
え

肥
料

に
な

る
こ

と
か

ら
。

た
べ

も
の

こ
と

わ
ざ

辞
典

日
本

茶
受

け
に

茶
そ

っ
ぽ

い
「

そ
っ

ぽ
い

」
と

は
塩

梅
の

意
。

お
茶

が
美

味
し

い
か

ど
う

か
は

、
お

茶
受

け
の

菓
子

で
決

ま
る

、
と

い
う

こ
と

。
た

べ
も

の
こ

と
わ

ざ
辞

典
佐

渡

茶
漬

け
に

香
の

物
お

茶
漬

け
に

漬
物

（
香

の
物

）
が

あ
れ

ば
そ

れ
で

よ
い

。
か

ん
た

ん
な

食
事

の
こ

と
。

た
べ

も
の

こ
と

わ
ざ

辞
典

日
本

茶
漬

け
に

鯷
（

ひ
し

こ
）

の
望

み
「

鯷
」

と
は

イ
ワ

シ
の

こ
と

。
茶

漬
け

に
鯷

が
あ

れ
ば

そ
れ

で
よ

い
。

さ
さ

や
か

な
望

み
の

た
と

え
。

た
べ

も
の

こ
と

わ
ざ

辞
典

日
本

茶
と

百
姓

は
絞

る
ほ

ど
出

る
茶

が
絞

る
た

び
に

出
る

よ
う

に
、

百
姓

も
責

め
立

て
れ

ば
い

く
ら

で
も

年
貢

を
出

す
。

故
事

俗
信

こ
と

わ
ざ

大
辞

典
日

本
茶

に
浮

か
さ

れ
た

癇
癪

持
ち

癇
癪

持
ち

が
茶

に
の

ぼ
せ

て
眠

る
こ

と
が

で
き

ず
、

い
ら

い
ら

と
寝

返
り

を
打

つ
さ

ま
か

ら
、

裏
切

っ
て

は
何

度
も

寝
返

り
を

打
つ

、
頻

繁
に

他
へ

心
を

移
す

こ
と

を
い

う
し

ゃ
れ

。
故

事
俗

信
こ

と
わ

ざ
大

辞
典

日
本

茶
に

浮
か

さ
れ

る
茶

を
飲

み
す

ぎ
て

、
興

奮
し

て
夜

眠
れ

な
く

な
る

こ
と

。
故

事
俗

信
こ

と
わ

ざ
大

辞
典

日
本

茶
に

受
け

る
冗

談
半

分
に

聞
く

。
冗

談
事

と
し

て
応

対
す

る
。

故
事

俗
信

こ
と

わ
ざ

大
辞

典
日

本
茶

に
酔

っ
た

ふ
り

酒
も

飲
ん

で
は

い
な

い
の

に
、

酔
っ

た
ふ

り
を

し
て

他
人

の
追

及
を

そ
ら

す
、

素
知

ら
ぬ

ふ
り

を
す

る
。

故
事

俗
信

こ
と

わ
ざ

大
辞

典
日

本

茶
の

木
の

下
を

頬
か

ぶ
り

を
し

て
通

る
よ

う
煎

茶
の

味
の

薄
い

こ
と

。
ま

た
、

何
度

も
つ

い
で

香
り

の
な

く
な

っ
た

茶
に

も
い

う
。

故
事

俗
信

こ
と

わ
ざ

大
辞

典
仙

台
茶

の
子

を
煎

る
と

心
が

わ
か

る
煎

り
加

減
で

そ
の

人
の

気
性

が
わ

か
る

、
と

い
う

こ
と

。
故

事
俗

信
こ

と
わ

ざ
大

辞
典

日
本

茶
の

花
香

（
は

な
が

）
よ

り
気

の
花

香
「

花
香

」
は

煎
じ

た
て

の
か

ぐ
わ

し
い

香
り

の
お

茶
、

ま
た

は
奥

ゆ
か

し
い

心
ば

え
の

意
。

客
の

も
て

な
し

は
、

香
り

高
い

お
茶

を
出

す
よ

り
も

、
心

か
ら

相
手

を
歓

迎
す

る
こ

と
の

ほ
う

が
大

切
で

あ
る

。

故
事

俗
信

こ
と

わ
ざ

大
辞

典
日

本

茶
の

湯
は

貧
の

真
似

茶
道

は
わ

び
を

主
と

し
て

、
派

手
な

こ
と

を
嫌

い
、

ま
る

で
貧

乏
の

真
似

事
を

し
て

い
る

の
と

同
じ

よ
う

だ
。

故
事

俗
信

こ
と

わ
ざ

大
辞

典
日

本

茶
は

是
、

眠
り

を
釣

る
釣

り
針

茶
を

飲
む

こ
と

は
、

眠
気

を
払

う
の

に
最

も
良

い
方

法
で

あ
る

。
故

事
俗

信
こ

と
わ

ざ
大

辞
典

日
本

茶
は

水
が

詮
良

い
お

茶
を

上
手

に
た

て
る

に
は

、
良

い
水

を
選

ぶ
こ

と
が

肝
心

で
あ

る
。

故
事

俗
信

こ
と

わ
ざ

大
辞

典
日

本
茶

は
屋

根
葺

き
ほ

ど
飲

む
屋

根
葺

き
の

職
人

が
茶

を
が

ぶ
が

ぶ
飲

む
よ

う
に

、
茶

ば
か

り
飲

ん
で

い
る

さ
ま

の
こ

と
。

故
事

俗
信

こ
と

わ
ざ

大
辞

典
日

本
茶

を
言

う
い

い
加

減
な

こ
と

を
言

う
。

で
た

ら
め

を
言

う
。

故
事

俗
信

こ
と

わ
ざ

大
辞

典
日

本
茶

人
文

盲
茶

人
は

気
取

っ
て

い
る

の
で

学
問

が
あ

る
よ

う
に

見
え

る
が

、
そ

の
実

無
学

の
徒

が
多

い
。

故
事

俗
信

こ
と

わ
ざ

大
辞

典
日

本
茶

番
下

手
な

芝
居

、
と

い
う

こ
と

で
底

の
見

え
す

く
物

事
の

た
と

え
。

こ
と

わ
ざ

辞
典

（
梧

桐
書

院
）

日
本

茶
坊

主
江

戸
時

代
の

武
家

の
職

名
だ

が
、

剃
髪

し
て

い
る

為
こ

う
言

う
。

茶
の

給
仕

を
し

た
り

す
る

役
で

、
自

然
と

権
力

者
に

目
を

か
け

ら
れ

る
機

会
が

多
い

こ
と

か
ら

、
権

力
者

に
お

も
ね

る
者

を
の

の
し

る
意

味
も

持
つ

。

こ
と

わ
ざ

辞
典

（
梧

桐
書

院
）

日
本

茶
飯

事
普

通
の

事
。

な
ん

で
も

な
い

こ
と

。「
日

常
茶

飯
事

」
広

辞
林

日
本

茶
茶

く
る

①
ご

ま
か

す
。

②
男

女
が

ひ
そ

か
に

情
を

通
じ

る
。

広
辞

林
日

本
茶

茶
と

①
て

ば
や

く
。

②
し

っ
か

り
。

じ
ゅ

う
ぶ

ん
に

。
広

辞
林

日
本
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茶
断

ち
茶

を
禁

じ
て

飲
ま

な
い

こ
と

。
神

仏
に

祈
願

す
る

と
き

に
、

そ
の

誓
い

と
し

て
行

う
。

広
辞

林
日

本
茶

飲
み

友
達

①
何

か
と

い
う

と
一

緒
に

な
っ

て
、

遠
慮

な
く

話
し

合
う

親
友

。
②

年
を

と
っ

て
か

ら
結

婚
し

た
夫

婦
。〔

広
義

で
は

、
老

後
の

夫
婦

を
も

指
す

〕
新

明
解

国
語

辞
典

日
本

茶
柱

が
立

つ
お

茶
を

茶
わ

ん
に

つ
い

だ
と

き
、

そ
の

中
に

た
て

に
浮

く
茶

の
く

き
。

よ
い

こ
と

が
あ

る
前

兆
と

い
う

。
講

談
社

国
語

辞
典

日
本

茶
瓶

①
茶

を
煮

出
す

土
瓶

・
や

か
ん

。
②

《「
茶

瓶
頭

」
の

略
》

は
げ

頭
。

や
か

ん
頭

。
講

談
社

国
語

辞
典

日
本

茶
代

茶
店

に
休

ん
だ

と
き

、
茶

の
代

と
し

て
支

払
う

代
金

。
②

旅
館

・
飲

食
店

な
ど

で
、

普
通

の
代

金
以

外
に

与
え

る
心

づ
け

。
チ

ッ
プ

。
岩

波
国

語
辞

典
日

本

茶
利

こ
っ

け
い

な
文

句
ま

た
は

動
作

。
ま

た
、

浄
瑠

璃
で

、
こ

っ
け

い
な

語
り

物
。

岩
波

国
語

辞
典

日
本

茶
化

す
人

の
話

を
ま

じ
め

に
受

け
と

ら
ず

、
冗

談
の

よ
う

に
し

て
し

ま
う

。
か

ら
か

う
。

ひ
や

か
す

。
明

鏡
国

語
辞

典
日

本
茶

気
①

茶
道

上
の

心
得

。
②

さ
っ

ぱ
り

し
て

浮
き

世
離

れ
し

て
い

る
気

性
。

③
ふ

ざ
け

気
分

。
茶

目
気

。
漢

和
辞

典
日

本

茶
湯

①
（

チ
ャ

ト
ウ

）
仏

前
・

霊
前

に
供

え
る

煎
茶

。
②

（
チ

ャ
の

ゆ
）

茶
を

た
て

て
客

を
も

て
な

す
会

。
漢

辞
海

日
本
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